
【解答】 

一般選抜学力総合（後期） 

 

【１】 

問 1 ⑴ 衆議院 ⑵ 立法権 ⑶ ② 

 

問 2 けいがいか 

 

問 3 ② 

  

問 4 ⑴ ④ ⑵ ③ 

 

【２】 

問 1 ④ 

 

問 2 きっきん 

 

問 3 ③ 

 

問 4 団結権、団体行動権、団体交渉権 

 

問 5 ④ 

 

問 6 ② 

 

問 7 裁量 

 

問 8 ① 

 

問 9 ④ 

 

問 10 （模範解答） 

雇用を流動化させるためには、業務に支障が生じない範囲において副業を認めるこ 

とにより、そこから得られる経験から社員が多様なスキルや視点を持ち帰ることで、イ 

ノベーションが生まれやすくなるのではないか。また、これまでのような年功序列の評 

価制度ではなく、各自のスキルと仕事の成果に基づいた評価や昇進制度を採用するこ 

とで、若者や女性、高齢者なども含めた多様な人材が活躍できる場を作ることが重要だ 

と思われる。（198字） 


